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受  賞
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Congr at u l at ions

※所属については、受賞時のものである。

編集後記
　病院ニュース「Health & Safety」第30号をお届けします。
　今回は、新型コロナウイルス感染症や最先端リハビリテーション機器等について、
本院の取り組みをご紹介いたしました。いかがでしたでしょうか。
　本院は地域医療の最後の砦として、通常の医療行為を絶えず行い続けることを念頭
に、各種対策について全力を挙げて取り組んでいるところです。ご来院の皆様にはご不
便をおかけしておりますが、ご理解・ご協力を賜りますようお願いいたします。
　今後とも、本院では、より安心・安全な医療の提供に務めて参りますので、よろしく
お願いいたします。

病院ニュース編集担当　総務課広報担当

（H31.4.2～R2.4.1）

　

山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
、
理
念
と

し
て
「
①
診
療
科
の
垣
根
を
取
り
払
い
、
病

院
全
体
と
し
て
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
。

②
情
報
開
示
に
努
め
、
社
会
に
開
か
れ
た
病

院
を
目
指
す
。③
個
々
の
患
者
さ
ん
に
適
し

た
先
進
医
療
の
開
発
・
導
入
に
努
め
る
。④

厳
し
い
倫
理
観
を
持
っ
た
創
造
的
な
医
療
人

を
育
成
す
る
。」
の
４
つ
を
定
め
、「
人
間
性

豊
か
な
信
頼
の
医
療
」
の
追
求
を
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。

　

当
院
の
診
療
体
制
の
大
き
な
特
徴
と
し

て
、
臓
器
横
断
的
な
チ
ー
ム
医
療
の
推
進
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
附
属
病
院
の
病
棟
は
、
臓

器
別
に
セ
ン
タ
ー
化
さ
れ
、
例
え
ば
心
血
管

病
の
診
療
は
、
循
環
器
内
科
と
心
臓
血
管
外

科
が
協
力
し
て
「
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
」
で

行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

高
度
な
知
識
、
技
術
を
患
者
さ
ん
に
集
中
的

に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
全

国
に
先
駆
け
て
開
始
し
た
キ
ャ
ン
サ
ー
・
ト

リ
ー
ト
メ
ン
ト
ボ
ー
ド
（
が
ん
治
療
会
議
）

は
、
放
射
線
治
療
専
門
医
、
が
ん
化
学
療
法

専
門
医
、
緩
和
医
療
医
、
内
科
医
、
外
科
医
、

薬
剤
師
、
看
護
師
な
ど
が
一
堂
に
会
し
て
、

個
々
の
患
者
さ
ん
の
治
療
方
針
に
つ
い
て
総

合
的
に
検
討
す
る
場
で
、
集
学
的
が
ん
治
療

の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
、
山
形
県
の
医
療
の
最
後
の
砦
と

し
て
、
県
内
で
最
も
進
ん
だ
医
療
機
器
を
導

入
し
先
進
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
特
に

２
０
２
０
年
度
中
に
は
稼
働
予
定
の
重
粒
子

線
が
ん
治
療
装
置
は
、
山
形
大
学
医
学
部
が

装
置
の
設
計
段
階
か
ら
関
与
し
、
高
レ
ベ
ル

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
ス
ペ
ー
ス
を
達
成
し

た
世
界
最
先
端
の
装
置
で
す
。
省
ス
ペ
ー
ス

を
達
成
で
き
た
こ
と
で
、
従
来
は
病
院
か
ら

離
れ
た
土
地
に
建
設
す
る
必
要
が
あ
っ
た
治

療
セ
ン
タ
ー
を
病
院
に
接
続
す
る
形
で
建
設

す
る
こ
と
が
で
き
、
合
併
症
等
に
よ
り
移
動

に
難
渋
す
る
患
者
さ
ん
の
治
療
が
行
え
る
の

も
大
き
な
特
徴
で
す
。
完
成
の
暁
に
は
、
北

海
道
・
東
北
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
中
核
的

な
重
粒
子
治
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
９
年
、
当
院
は
、

が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
を
行
う
全
国
34
の
が
ん
ゲ

ノ
ム
医
療
拠
点
病
院
の
一
つ
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
と
は
、
患
者
さ
ん

の
が
ん
の
遺
伝
子
異
常
を
調
べ
、
そ
の
が
ん

に
最
適
な
治
療
を
行
う
個
別
化
医
療
で
す
。

当
院
は
、
今
後
、
こ
の
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
を

推
進
す
る
と
共
に
、
が
ん
以
外
の
疾
患
も
対

象
と
し
た
ゲ
ノ
ム
医
療
の
体
制
整
備
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

　

更
に
、Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
、
バ
ー
チ
ャ

ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
活
用
し
た
最
先
端
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
器
を
活
用
し
て
、
急

性
期
か
ら
の
積
極
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
「
入
院
し
た
時
よ
り
元
気
に
な
っ

て
退
院
で
き
る“
元
気
増
進
退
院
”」
も
今
後

の
目
標
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
山
形
大
学
医
学
部
附

属
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
は
学
生
や
若
手
医
療
人

の
教
育
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

高
度
な
診
療
水
準
は
、
取
り
も
直
さ
ず
優
れ

た
教
育
環
境
の
提
供
に
直
結
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
人
間
性
豊
か
な
信
頼
の
医
療
」

を
追
い
求
め
、
山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院

が
常
に
進
歩
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
　 

と
う     

し
ん   

や

山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長　

佐
藤 

慎
哉

病
院
長
就
任
の
ご
挨
拶
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

     
　 

感
染
症
に
つ
い
て本

院
へ
の
来
院
に
つ
い
て
お
願
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
す
る

仕
組
み
と
主
な
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
症
状

新任教授のご挨拶

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、相
変
わ
ら
ず
世
界
的
に
猛
威
を

振
る
っ
て
い
ま
す
。日
本
の
感
染
者
数
は
一
時
期
よ
り
減
少
傾
向
が
続

い
て
い
ま
す
が
、終
息
は
ま
だ
ま
だ
先
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、引
き
続
き
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ウ
イ
ル
ス
は
喉
、気
管
や
肺
で
増
殖
し
ま
す
。咳
や
く
し
ゃ
み

を
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
と
こ
ろ
か
ら
一
緒
に
ウ
イ
ル
ス
も
放
出

さ
れ
ま
す
。そ
の
ウ
イ
ル
ス
を
口
や
鼻
か
ら
吸
い
込
む
と
、感
染

し
て
し
ま
い
ま
す
。

1
来
院
前
に
体
温
の
計
測
を

　
お
願
い
し
ま
す
。 

　
体
温
を
計
測
し
た
結
果
高
熱
で
あ
っ
た
場
合
は
、受
診
す

る
前
に「
新
型
コ
ロ
ナ
受
診
相
談
セ
ン
タ
ー
」（※
）に
必
ず
ご

相
談
の
う
え
ご
来
院
く
だ
さ
い
。

2
来
院
さ
れ
る
場
合
は
、建
物
内

で
は
マ
ス
ク
着
用
の
上
、入
り

口
で
手
指
消
毒
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

3
受
診
の
際
は
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
紹
介
状
を
お
持
ち
の
場
合
で
も
、事
前
に
本
院
に
連
絡
の

上
、予
約
を
取
っ
て
か
ら
来
院
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

新型コロナウイルス感染症関連

初めまして。
　令和2年3月１日付で、山形大学医学部第一外科に着任した、元井冬彦です。これまで肝胆膵外科、特に
膵臓外科に取り組んできました。膵癌は難治癌の最たるものですが、手術と化学療法・放射線治療を組み
合わせることが肝要です。前任地で実施した全国大規模無作為化比較試験（Prep-02/JSAP05）で、術前
化学療法が有意に生存率を向上させることを証明でき、治療成績向上の扉が開きました。

　最先端医療と匠の技を融合させ、難治疾患に集学的外科治療を！
　早期がん・低悪性度腫瘍に対しては、ロボット支援手術など新しい技術を積極的に取り入れ、低侵襲で
安全・確実な治療を実践します。高度進行癌に対しては、近年発達の著しい化学療法や放射線療法と手術
を有機的に組み合わせた集学的外科治療の確立に取り組みます。切除不能癌が、術前治療により退縮し
改めて切除されることで（Conversion Surgery）、長期生存・治癒が得られた経験から、難治癌に対しても
諦めない姿勢が道を開きます。本学でもうすぐ稼働が始まる重粒子治療センターとも協働し、難治癌治療
の新たな治療戦略を確立したいと考えています。

　次世代を担う“頼られる外科医”を育成します！
　病を持つ患者さんにとって医師は頼みの綱であり、大学病院や専門施設は、難治疾患の患者さん・一般
医療機関からみての「最後の砦」であると思います。状況により、延命や生活の質の改善が目指される場
合・非手術療法が最善の場合もあります。患者さんに取って最も大切なものを諦めない外科医であること、
大学病院の外科医局として、困った時にこそ頼られる“諦めない外科医”の育成を目指して行きます。
　難治癌・お困りの症例がありましたら、何時でも御連絡下さい。

山形大学大学院医学系研究科医学専攻外科学第一講座
山形大学医学部附属病院第一外科（消化器・一般, 乳腺・甲状腺外科）

元井  冬彦

飛
沫
感
染

主な対策
❶ 人と会うときにはマスクを
 　する。

❷ ２ｍ以上人と離れる

❸ たくさんの人が集まる
 　ところにいかない。

❹ 十分な換気

　
感
染
者
が
ウ
イ
ル
ス
の
つ
い
た
手
で
物
に
触
れ
る
と
、
そ
こ

に
ウ
イ
ル
ス
が
つ
き
ま
す
。未
感
染
者
の
手
が
そ
の
ウ
イ
ル
ス

に
触
れ
て
口
や
鼻
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が
入
る
と
、
感
染
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
か
ら
平
均
し
て
４
〜
５
日
後
、

熱
や
く
し
ゃ
み
が
出
た
り
、重
症
の
場
合
に
は
息
苦
し
さ

も
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
少
な
く
と
も
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、

県
と
山
形
市
の
保
健
所
に
設
置
さ
れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
受

診
相
談
セ
ン
タ
ー
」（※

）に
す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

接
触
感
染

主な対策
❶ 手をこまめに洗う。

❷ ドアノブなどたくさんの人が
 　触る箇所をよく拭く。
　 なるべく触らない。

　2020年4月1日付けで、内科学第三講座神経学分野（脳
神経内科）教授に着任しました。私は2000年岡山大学を卒
業後、岡山大学脳神経内科に入局し、岡山大学病院および
兵庫県姫路市から広島県福山市までの山陽地域の関連病
院で脳神経内科の研鑽を積んでまいりました。
　脳神経内科は、脳・脊髄・末梢神経・筋に関する、あらゆる
内科的疾患を診る科であり、全身を幅広く診察するため、神
経・筋疾患以外の他診療科領域の疾患との関連も診察する
総合診療科でもあります。今までも、脳神経内科疾患だけで
はなく、脳神経内科に関連する他科領域の疾患においても研鑽を積むため、他診療科との連携を大事に
してきましたので、山形大学においてもその姿勢で診療に取り組んでいきます。
　また、脳神経内科では社会の高齢化に伴い増加傾向であり、社会的問題になっている、認知症、脳卒中
というcommon diseaseの診療を主に行うため、今後ますます社会に貢献が必要な診療科です。今まで、専
門医としての高度な診療を行うよう心掛け、かつ、患者さんのサンプルを用いた発症リスク遺伝子、新規バ
イオマーカーの解析につき研究を行い、臨床現場に還元する橋渡し研究（translational research）を行っ
てきました。山形大学においても地域に貢献する診療を行い、研究においても世界に新知見を発信し続け
る教室を目指します。
　山形県の脳神経内科がさらに発展するよう精進いたしますので、ご指導ご鞭撻をよろしくお願い申し上
げます。

山形大学大学院医学系研究科医学専攻内科学第三講座（神経学分野）
山形大学医学部附属病院第三内科（脳神経内科）

太田  康之

●
息
苦
し
さ
（
呼
吸
困
難
）、強
い
だ
る

さ
（
倦
怠
感
）、高
熱
等
の
強
い
症
状
の

い
ず
れ
か
が
あ
る
場
合

●
重
症
化
し
や
す
い
方
（※

１
）で
、発

熱
や
咳
な
ど
の
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症

状
が
あ
る
場
合

（※

１
）高
齢
者
、糖
尿
病
、心
不
全
、呼

吸
器
疾
患（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
等
）等
の
基
礎
疾

患
が
あ
る
方
や
透
析
を
受
け
て
い
る

方
、免
疫
抑
制
剤
や
抗
が
ん
剤
等
を
用

い
て
い
る
方

●
上
記
以
外
の
方
で
発
熱
や
咳
な
ど

比
較
的
軽
い
風
邪
の
症
状
が
続
く
場

合
　
（
症
状
が
４
日
以
上
続
く
場
合
は

必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。症
状
に
は

個
人
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、強
い
症

状
と
思
う
場
合
に
は
す
ぐ
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。解
熱
剤
な
ど
を
飲
み

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
も
同
様

で
す
。）

（※）

「新型コロナ受診相談センター」
連絡先【毎日24時間対応・土日祝含む】 

０１２０-８８-０００６
                                         （フリーダイヤル）

院
内
感
染
防
止
の
た
め
、次
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新任教授のご挨拶

　外来患者さんの付添者や、入院している
患者さんとの面会等について、その時点で
の状況を考慮し制限を実施しております。
　最新の情報は医学部附属病院ホームペー
ジに掲載しますので、ご確認のうえご来院く
ださい。

●山形大学医学部附属病院ホームページ
https://www1.id.yamagata-u.ac.jp/MIDINFO/
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経カテーテル大動脈弁置換術（TAVI）が
100症例を超えました。

HALとは
最
先
端

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

機
器
の
紹
介

最
先
端

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

機
器
の
紹
介

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
は
、

病
気
や
事
故
に
よ
っ
て
起
き
た
、身
体
機
能
や

精
神
機
能
の
低
下
を
回
復
さ
せ
、

可
能
な
能
力
を
最
大
限
に
活
用
し
て
身
の
回
り
の
動
作
が
円
滑
に

行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。

　

本
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
に
は
、理
学
療
法
士
、作

業
療
法
士
、言
語
聴
覚
士
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
職
種
が
在
籍

し
、最
新
の
機
器
を
活
用
し
な
が
ら
、患
者
さ
ん
が
出
来
る

限
り
早
く
家
庭
や
社
会
に
復
帰
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

技
術
の
進
歩
が
め
ざ
ま
し
い
医
療
機
器
に
お
い
て
、リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
器
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。本

院
に
お
い
て
も
、脳
神
経
や
運
動
器
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
対
し
て
、最
近
普
及
が
進
ん
で
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ

Ｈ
Ａ
Ｌ
®や
、ゴ
ー
グ
ル
内
の
画
面
で
バ
ー
チ
ャ
ル
映
像
を

見
な
が
ら
訓
練
す
る
機
器（
デ
ィ
エ
ゴ
®）な
ど
の
導
入
を
行

い
、患
者
さ
ん
へ
の
最
先
端
の
環
境
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
も
強
化
い
た
し
ま

し
た
。そ
れ
ら
の
最
新
機
器
を
紹
介
し
ま
す
。

当院では2017年５月より大動脈弁狭窄症に対する経カテーテル大動脈弁置換術(TAVI)を

開始しています。大動脈弁狭窄症は、高齢化社会を迎えている本邦において年々増加して

いる心臓弁膜症です。根治治療は人工弁への置換術ですが、高齢者に対する開胸手術はリ

スクを伴うのが大きな問題でした。TAVIは、開胸せず、また心臓を止めることなく、大腿動脈

からカテーテルを用いて大動脈弁を新しい生体弁へ置換することができ、従来の外科的人

工弁置換術に比べて、低侵襲に施行できるため、高齢者や併存疾患を有するハイリスクの

患者さんでも治療が可能です。当院では循環器内科医、心臓血管外科医、麻酔科医のほか

に臨床工学技士、放射線技師、看護師、理学療法士など多数のコメディカルが参加する

「ハートチーム」を構成し、日々適応と治療方法を検討しています。2020年3月、100症例に

到達し、ハイリスクな大動脈弁狭窄症を対象としているにもかかわらず、急性期死亡率は0%

と安全に手術が行われており、ほぼ全例で劇的な症状の改善を認めています。術翌日から

病棟内歩行を開始し術後10日のリハビリテーション後に退院しています。多職種それぞれ

の専門的知識と技術を持ち寄り、また患者情報をチーム内で共有化していることが、安定し

た手術成績と術後ADLの維持～向上に寄与しているものと考えています。

TAVIは、これまで治療のステージに上がることができなかったハイリスクな患者さんにとっ

て大きな福音となっています。治療を希望される患者さんがいらっしゃれば、当院第一内科

まで気兼ねなくご紹介いただければ幸いに存じます。

5 4TAVI   100例達成 最先端リハビリテーション機器の紹介

【TAVIの手術方法】
生体弁を詰め込んだボールペンほどの太さのカテーテルを大腿動脈から
挿入し、大動脈弁で拡張させ留置します。

＜バルーン拡張型生体弁＞

＜自己拡張型生体弁＞

ロボットスーツHAL®は、皮膚の表面に流れる微弱な「生体電位信号」を感知し、
立ち上がりや歩行補助を行うことにより、股関節や膝関節周囲の機能改善、運動学習を促し、

立ち上がり動作や歩行障がいを改善していくものです。

　

バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
は
、単
純
な
運
動

練
習
に
と
ど
ま
ら
ず
、視
覚
情
報
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
取
り
入

れ
な
が
ら
、複
合
的
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
治
療
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。特
に
、上
肢
の
運
動
機
能
を
高
め
る
こ
と
に
有
効

と
さ
れ
、ロ
ボ
ッ
ト
が

運
動
を
ア
シ
ス
ト
し
、

バ
ー
チ
ャ
ル
の
世
界
で

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
な

が
ら
繰
り
返
し
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
う
こ
と

で
、治
療
効
果
を
一
層

高
め
て
い
き
ま
す
。

医療用下肢タイプロボットスーツHAL®

人が体を動かそうとしたときに体表に漏れ出てくる微弱な「生体電位信号」を皮膚に貼ったセンサーで検
出し、装着者の意思に従った動作を実現します。 

画面にあわせて体を動かし、トレーニングを行います。

バーチャルリハビリテーションシステムとは
　

こ
の
よ
う
な
ロ
ボ
ッ
ト
治
療
機
器
や
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
、従
来
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、ひ
と
り
ひ
と
り
、病
状
や
障
が
い
に
合
わ
せ
た

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
治
療
を
、よ
り
き
め
細
や
か
に
提
供
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。 

※次の8疾患と診断された方を対象に治療しています。
•脊髄性筋萎縮症、遠位型ミオパチー、球脊髄性筋萎縮症、封入体筋炎•筋萎縮性側索硬化症、先天性ミオパチー、シャルコー・マリー・トゥース病、筋ジストロフィー
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T o p
i c s

東北芸術工科大学とのコラボレーションにより、本院２階
渡り廊下を「YUMe  アートギャラリー」にリニューアルしました。
来院の際は是非ご覧下さい。

看護師・助産師・看護補助者を
募集しています。（通年）

東日本重粒子センター

東
日
本
重
粒
子
セ
ン
タ
ー

            

今
年
度
、い
よ
い
よ
治
療
開
始
へ
。

6東日本重粒子センターの近況

YUMeアートギャラリーの紹介

院内案内リニューアル取組紹介 作品展示

東日本重粒子センターの紹介YUMeアートギャラリー全景

～患者さんにとっての「最善」を共につくりましょう～

看護師
応募資格

看護師免許所有者

助産師
応募資格

助産師免許所有者

看護補助者
学歴：高校卒業以上
資格・経験：不問

詳しくは
山形大学医学部附属病院看護部ホームページ「採用情報」をご覧下さい。
問い合わせ先：山形大学医学部　総務課人事担当　TEL. 023-628-5010

山形大学医学部附属病院
重粒子線治療開始までのスケジュール

照射治療の開始予定 固定照射室／2021年2～3月 回転ガントリー照射室／2021年8～9月

　

山
形
大
学
医
学
部
で
は
、重
粒
子
線
治
療
を
実
施

す
る
東
北
初
の
セ
ン
タ
ー
、「
山
形
大
学
医
学
部
東

日
本
重
粒
子
セ
ン
タ
ー
」の
開
設
を
目
指
し
、
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

重
粒
子
線
治
療
は
放
射
線
治
療
の
一
種
で
す
が
、

一
般
的
な
放
射
線
治
療
で
使
わ
れ
る
光
子
で
は
な

く
、
炭
素
の
原
子
核
を
が
ん
に
照
射
し
ま
す
。円
型

の
加
速
器
で
超
高
速
に
加
速
さ
れ
た
炭
素
の
原
子

核
で
体
の
外
部
か
ら
体
内
の
腫
瘍
を
狙
い
撃
ち
し
、

が
ん
細
胞
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
強
力
に
破
壊
し
て
が
ん
細

胞
を
殺
傷
し
ま
す
。殺
傷
効
果
の
高
さ
、
副
作
用
の

少
な
さ
、照
射
回
数
の
少
な
さ
な
ど
治
療
上
の
数
々

の
利
点
が
あ
り
ま
す
が
、大
型
の
装
置
が
必
要
の
た

め
初
期
コ
ス
ト
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
大
き
く
、

世
界
で
ま
だ
12
施
設
（
う
ち
国
内
６
施
設
）
し
か
稼

働
し
て
い
ま
せ
ん
。山
形
大
学
医
学
部
で
は
２
０
０

４
年
か
ら
重
粒
子
線
治
療
施
設
設
置
に
向
け
た
準

備
を
始
め
、い
よ
い
よ
今
年
度
中
に
治
療
が
始
ま
る

見
込
み
で
す
。

　

本
セ
ン
タ
ー
で
は
治
療
室
（
照
射
室
）
を
２
室
準

備
し
て
い
ま
す
。１
つ
は
水
平
ビ
ー
ム
で
体
側
方
向

か
ら
照
射
す
る
固
定
照
射
室
で
、こ
こ
で
は
主
に
前

立
腺
が
ん
の
治
療
が
行
わ
れ
ま
す
。も
う
１
つ
は

ビ
ー
ム
の
角
度
を
３
６
０
度
自
在
に
変
更
で
き
る

回
転
ガ
ン
ト
リ
ー
照
射
室
で
す
。前
立
腺
が
ん
以
外

の
が
ん
は
回
転
ガ
ン
ト
リ
ー
照
射
室
で
治
療
が
実

施
さ
れ
ま
す
。重
粒
子
線
治
療
用
の
回
転
ガ
ン
ト

リ
ー
は
世
界
で
ま
だ
２
台
し
か
稼
働
し
て
お
ら
ず
、

本
セ
ン
タ
ー
が
世
界
で
３
番
目
の
回
転
ガ
ン
ト

リ
ー
に
な
り
ま
す
。い
ず
れ
の
治
療
室
に
お
い
て

も
、患
者
さ
ん
は
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
型
の
治
療
台
に

固
定
具
で
固
定
さ
れ
、仰
向
け
ま
た
は
う
つ
ぶ
せ
の

状
態
で
照
射
が
施
行
さ
れ
ま
す
。照
射
は
数
分
か
ら

数
10
分
程
度
の
時
間
で
完
了
し
、そ
の
間
照
射
に
よ

る
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

建
物
も
完
成
し
、全
て
の
装
置
の
設
置
は
既
に
完
了

し
て
い
ま
す
が
、１
㎜
を
切
る
正
確
性
で
治
療
ビ
ー

ム
を
照
射
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
現
在
は
メ
ー

カ
ー
（
東
芝
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
）
の
調
整
作

業
が
懸
命
に
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。患
者
さ
ん
へ
の

治
療
照
射
は
、
来
年
２
、
３
月
頃
に
固
定
照
射
室
で

の
前
立
腺
が
ん
治
療
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、今

秋
か
ら
治
療
の
受
付
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。前

立
腺
が
ん
に
対
す
る
重
粒
子
線
治
療
は
公
的
保
険

で
カ
バ
ー
さ
れ
る
の
で
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
き
わ

め
て
有
力
な
治
療
の
選
択
肢
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
が
ん
患
者
さ
ん
へ
の
治
療
も
来
年
夏

こ
ろ
ま
で
に
は
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

固定照射室

回転ガントリー照射室

平成31年度・令和元年度
2019年度4月 10月

令和2年度
2020年度4月 10月

令和3年度
2021年度4月 10月

2020/11月 前立腺 
予約受付・ホルモン治療開始予定

2021/2~3月
固定照射室・前立腺
照射治療開始予定

2021/８~9月
回転ガントリー照射室
照射治療開始予定2021/7月 前立腺以外 

予約受付開始予定

建設工事
治療装置の設置
調整 (固定照射室)
治療（前立腺）
調整（回転ガントリー照射室）
治療（前立腺以外）

重粒子線治療の適応部位と治療期間

治療は1日１回、週3～5回、合計1～20回
最短で1日、平均3週間で終了

　　がんの種類
頭蓋底腫瘍
頭頸部がん
肺がん
肝臓がん
腎臓がん
膵臓がん
前立腺がん
直腸がん術後再発
骨軟部腫瘍
子宮がん

回　数
16回

12～16回
 1～16回
 2～20回
12回
 12回
12回
8～16回
8～16回
20回

治療期間
4週間
3～4週間
1日～4週間
2日～5週間
3週間
3週間
3週間
2～4週間
2～4週間
5週間
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news for  your  l i fe  f rom Yamagata Univers i t y  Hospi tal

H e a l t h  &  S a f e t y  i n f o r m a t i o n

人じん事じ往おう来らい

□発行／令和2年6月　□発行所／山形大学医学部附属病院　〒990-9585  山形市飯田西2丁目2-2　電話023-633-1122㈹  
□担当／総務課庶務担当　連絡先：電話023-628-5014　□印刷所／藤庄印刷㈱

学会賞等
受  賞

平成31年度･令和元年度

Congr at u l at ions

※所属については、受賞時のものである。

編集後記
　病院ニュース「Health & Safety」第30号をお届けします。
　今回は、新型コロナウイルス感染症や最先端リハビリテーション機器等について、
本院の取り組みをご紹介いたしました。いかがでしたでしょうか。
　本院は地域医療の最後の砦として、通常の医療行為を絶えず行い続けることを念頭
に、各種対策について全力を挙げて取り組んでいるところです。ご来院の皆様にはご不
便をおかけしておりますが、ご理解・ご協力を賜りますようお願いいたします。
　今後とも、本院では、より安心・安全な医療の提供に務めて参りますので、よろしく
お願いいたします。

病院ニュース編集担当　総務課広報担当

（H31.4.2～R2.4.1）

　

山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
、
理
念
と

し
て
「
①
診
療
科
の
垣
根
を
取
り
払
い
、
病

院
全
体
と
し
て
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
。

②
情
報
開
示
に
努
め
、
社
会
に
開
か
れ
た
病

院
を
目
指
す
。③
個
々
の
患
者
さ
ん
に
適
し

た
先
進
医
療
の
開
発
・
導
入
に
努
め
る
。④

厳
し
い
倫
理
観
を
持
っ
た
創
造
的
な
医
療
人

を
育
成
す
る
。」
の
４
つ
を
定
め
、「
人
間
性

豊
か
な
信
頼
の
医
療
」
の
追
求
を
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。

　

当
院
の
診
療
体
制
の
大
き
な
特
徴
と
し

て
、
臓
器
横
断
的
な
チ
ー
ム
医
療
の
推
進
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
附
属
病
院
の
病
棟
は
、
臓

器
別
に
セ
ン
タ
ー
化
さ
れ
、
例
え
ば
心
血
管

病
の
診
療
は
、
循
環
器
内
科
と
心
臓
血
管
外

科
が
協
力
し
て
「
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
」
で

行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

高
度
な
知
識
、
技
術
を
患
者
さ
ん
に
集
中
的

に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
全

国
に
先
駆
け
て
開
始
し
た
キ
ャ
ン
サ
ー
・
ト

リ
ー
ト
メ
ン
ト
ボ
ー
ド
（
が
ん
治
療
会
議
）

は
、
放
射
線
治
療
専
門
医
、
が
ん
化
学
療
法

専
門
医
、
緩
和
医
療
医
、
内
科
医
、
外
科
医
、

薬
剤
師
、
看
護
師
な
ど
が
一
堂
に
会
し
て
、

個
々
の
患
者
さ
ん
の
治
療
方
針
に
つ
い
て
総

合
的
に
検
討
す
る
場
で
、
集
学
的
が
ん
治
療

の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
、
山
形
県
の
医
療
の
最
後
の
砦
と

し
て
、
県
内
で
最
も
進
ん
だ
医
療
機
器
を
導

入
し
先
進
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
特
に

２
０
２
０
年
度
中
に
は
稼
働
予
定
の
重
粒
子

線
が
ん
治
療
装
置
は
、
山
形
大
学
医
学
部
が

装
置
の
設
計
段
階
か
ら
関
与
し
、
高
レ
ベ
ル

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
ス
ペ
ー
ス
を
達
成
し

た
世
界
最
先
端
の
装
置
で
す
。
省
ス
ペ
ー
ス

を
達
成
で
き
た
こ
と
で
、
従
来
は
病
院
か
ら

離
れ
た
土
地
に
建
設
す
る
必
要
が
あ
っ
た
治

療
セ
ン
タ
ー
を
病
院
に
接
続
す
る
形
で
建
設

す
る
こ
と
が
で
き
、
合
併
症
等
に
よ
り
移
動

に
難
渋
す
る
患
者
さ
ん
の
治
療
が
行
え
る
の

も
大
き
な
特
徴
で
す
。
完
成
の
暁
に
は
、
北

海
道
・
東
北
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
中
核
的

な
重
粒
子
治
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
９
年
、
当
院
は
、

が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
を
行
う
全
国
34
の
が
ん
ゲ

ノ
ム
医
療
拠
点
病
院
の
一
つ
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
と
は
、
患
者
さ
ん

の
が
ん
の
遺
伝
子
異
常
を
調
べ
、
そ
の
が
ん

に
最
適
な
治
療
を
行
う
個
別
化
医
療
で
す
。

当
院
は
、
今
後
、
こ
の
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
を

推
進
す
る
と
共
に
、
が
ん
以
外
の
疾
患
も
対

象
と
し
た
ゲ
ノ
ム
医
療
の
体
制
整
備
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

　

更
に
、Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
、
バ
ー
チ
ャ

ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
活
用
し
た
最
先
端
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
器
を
活
用
し
て
、
急

性
期
か
ら
の
積
極
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
「
入
院
し
た
時
よ
り
元
気
に
な
っ

て
退
院
で
き
る“
元
気
増
進
退
院
”」
も
今
後

の
目
標
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
山
形
大
学
医
学
部
附

属
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
は
学
生
や
若
手
医
療
人

の
教
育
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

高
度
な
診
療
水
準
は
、
取
り
も
直
さ
ず
優
れ

た
教
育
環
境
の
提
供
に
直
結
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
人
間
性
豊
か
な
信
頼
の
医
療
」

を
追
い
求
め
、
山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院

が
常
に
進
歩
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
　 

と
う     

し
ん   

や

山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長　

佐
藤 

慎
哉

病
院
長
就
任
の
ご
挨
拶




